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9カ所

Vol.32
２
０
２
３
年
に
国
内
で
亡
く
な
っ
た
人
は
１
５
９
万

人
余
り
と
、
１
８
９
９
年
に
政
府
が
人
口
動
態
統
計
を

取
り
始
め
て
以
降
、
最
多
と
な
っ
た
。
団
塊
の
世
代
の

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
今
後
も
死
者
数
は
増
え
続
け
、

２
０
４
０
年
に
は
約
１
６
８
万
人
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
（
図
1
参
照
）。
こ
う
し
た
多

死
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
が
火

葬
場
不
足
だ
。

厚
生
労
働
省
の
衛
生
行
政
報
告
例
に
よ
れ
ば
、
恒
常

的
に
使
用
し
て
い
る
火
葬
場
の
数
は
、
２
０
０
８
年
度

全
国
で
１
７
０
９
カ
所
あ
っ
た
が
、
２
０
２
２
年
度
に

は
１
３
６
８
カ
所
と
、
こ
の
14
年
間
で
老
朽
化
し
た
小

規
模
施
設
の
廃
止
や
整
理
統
合
に
よ
っ
て
３
４
１
カ
所

減
少
し
、
都
市
部
で
の
新
し
い
火
葬
場
の
整
備
は
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
衛
生
行
政
報
告
例
の
２
０
２
２

年
度
の
統
計
表
を
見
る
と
、
人
口
約
１
４
０
０
万
人
を

擁
す
る
東
京
都
の
火
葬
場
は
26
カ
所
（
う
ち
23
区
９
カ

所
）
と
人
口
約
67
万
人
の
島
根
県
と
同
数
し
か
設
置
さ

れ
て
い
な
い
ほ
か
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
横
浜
市
（
約

３
７
７
万
人
）
は
５
カ
所
、
川
崎
市
（
約
１
5
４
万
人
）

は
１
カ
所
、
名
古
屋
市
（
約
２
３
２
万
人
）
は
３
カ
所
、

大
阪
市
（
約
は
２
７
５
万
人
）
は
５
カ
所
、
福
岡
市
（
約

１
６
３
万
人
）
は
１
カ
所
し
か
火
葬
場
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
（
図
２
参
照
）。

そ
の
結
果
と
し
て
、
人
口
の
多
い
都
市
部
で
家
族
が

亡
く
な
る
と
火
葬
待
ち
が
起
き
、
葬
式
を
す
ぐ
に
行
え

な
い
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
。
読
売
新
聞
の
記
事
に

よ
る
と
、
首
都
圏
で
は
６
〜
８
日
程
度
火
葬
を
待
た
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
死
者
が
増
え
る
冬
季
に
は
17
日
間

待
た
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

ご
遺
体
を
火
葬
す
る
ま
で
の
期
間
が
長
引
く
と
、
遺
体

安
置
費
用
な
ど
で
遺
族
の
金
銭
的
負
担
が
増
え
る
こ
と

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
安
置
費
用
は
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
代
な
ど
を
含
め
て
1
日
当
た
り
２
〜
４
万
円

か
か
る
ほ
か
遺
体
搬
送
費
用
も
数
万
円
必
要
と
な
っ
て

く
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
に
は
、
新
た
に
火
葬
場

を
造
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る

火
葬
場
建
設
は
後
回
し
に
さ
れ
や
す
く
、
用
地
選
定
に

際
し
て
も
地
域
住
民
の
同
意
が
必
要
な
の
で
、
相
当
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
初
期
コ
ス
ト
も
抑

え
ら
れ
る
「
ア
ク
ア
メ
ー
シ
ョ
ン※

（
水
火
葬
）」
な
ど
の

新
し
い
葬
送
形
態
を
日
本
に
も
導
入
す
る
こ
と
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
火
葬
や
土
葬
以
外
の
弔
い
方
を
行
う
に
は
法

整
備
が
必
要
で
、
国
民
へ
の
理
解
・
浸
透
も
欠
か
せ
な
い
。

た
だ
、
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
く
と
、
大
量
の
Ｃ
O
２

を
排
出
す
る
火
葬
自
体
が
行
え
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
今
の
う
ち
か
ら
代
替
策
を
考
え
て
い
く
こ
と

は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

※  

ア
ル
カ
リ
性
の
液
体
に
浸
す
こ
と
で
遺
体
を
分
解
し
骨
だ
け
が
残
る
遺
体
処
理
法
。
す

で
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
一
部
の
州
で
は
法
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。

【参照】

・統計で見る日本 ( 厚生労働省 衛生行政報告例　2024/3/5)  
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00450027&tstat=000001031469

・「火葬待ち」深刻、最長 17日…斎場はフル稼働で住民団体「新斎場が必要」 
（読売新聞オンライン2023/10/4）　 
https://www.yomiuri.co.jp/national/20231003-OYT1T50235/2/

・多死時代に火葬場の整備が追いついていない？ 
（東レ経営研究所 産業経済調査チーム 2021/11/25） 
https://cs2.toray.co.jp/news/tbr/newsrrs01.nsf/0/03D487EEA0F28615492
58798000CFC12?open

多死社会を迎える日本。
都市部の火葬場不足は深刻に！

約1000万人が住む
東京23区の火葬場の数

【図1】死亡数の将来推計

出典：2020年度版厚生労働白書

出典：2022年度衛生行政報告例（厚生労働省）
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【図2】�東京23区及び政令指定都市で恒常的に使用している�
火葬場の数


